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Ⅰ情勢 
6 月 21 日会期末を迎える。TPP 反対で日比谷野音 1 万人規模の集会を予定。主催者にパルシステム生協連、

東都生協等。6/23には明治公園で5万人集会の予定。日航不当解雇署名のお願い。これがまかり通るとDCの雇

用問題など、解雇が合法化される。原発再稼動問題。大飯原発は琵琶湖の水ガメに影響。津波対策など“計画”

さえすれば良いという政府の姿勢。 
 
Ⅱ。報告事項 
１． この間の活動 
・ 生協労連政策委員会の店舗Tが全国の好調店舗を見学、おかやまの東川原を見学に。 
・ 非正規全国交流会の準備、参加は最大限、職場にも声を。 
・ 4/6経営協議会。4月宅配利用人数、予定より2000枚不足。店舗も苦戦。年度頭から、最終剰余予算の5600

万が吹き飛ぶような状況。 
・ 4/18 店舗会議。共済キャンペーンの進め方(個人目標設定)のやりとりをした。6 月からのキャンペーンに向

けて現場の意見を聞き取る。店舗駐車場使用では、公平な負担にするところは確認。ストライキに関して、

理事会より意見、労組側として団結部分で弱点はあるが理事会に言われる筋合いはない。ストを決めるかど

うかの団体交渉にもっと集まらなければと思うが整然とストをした。 
○ 報告 
ｱ） 上部団体、外部団体 

中四地連：CX労組の組織拡大の取り組み。当該労組の取組みに対する姿勢に意見多数。生協労連とも協議。

その他、えひめ、こうち、しまねなど法律を無視するような理事会の姿勢に対する対応を協議。 
ｲ） 組織内会議 

労働安全委員会：産業医の変更。労災報告書は体をなしていない報告書があった。 
ｳ） その他 
 
２． 各支部等の取り組み 
倉敷支部：29日に字引網の予定だったが、児島繊維

祭りのため5/13イチゴ狩に変更。50名位の予定。 
備前支部：イチゴ狩り。大人43名、子供8名参加。 
備北支部：4/28シイタケ狩り･BQ予定。20名予定。 

井笠支部：来週イチゴ狩。20名弱参加予定。 
ミドルエイジ：4/14会議。5/26学習会を計画。7/21平

和行進に参加。早島～倉敷役場まで。団交に連れて

くることを確認。講師検討中。 
 
Ⅲ協議事項 
１．組織拡大関連 
・ 一般労組から報告 

組織現勢について。一般労組員が務める某スーパーの実態について。各分会の取り組み状況について 
・ 6月に組織拡大月間 

対象者を絞り、取り組む。誘う側の学習が必要。労組の価値や役割等改めて学べる場を作る。現在、尾崎恵

子さん(日航労組)に講師打診。6/9中執の午前中を学習にあてる予定。分会長や組織拡大担当者も加える。 
 
２．次年度役員体制について（別紙） 
・ 正規役員の世代交代と店舗職員が課題。体制を絞り込みたいが、執行部と現場とのつながりが現状のレベル

では現時点での縮小は困難。今年度と同等の体制を組む。 
意見：岡山支部の店舗関係は、本部もあり3名が必要。一方、美作支部の店舗正規の労組員は実質4～5名で1

名選出も困難。 
 
３．第83回メーデーへの参加について 
・ 中執は基本参加を。支部ごとに各地域メーデーへの参加も検討すること。有休補償するが、業務体制が厳し

いとの理事会からの話もあり、考慮する。 
 



４．消費税増税反対の取り組みについて 
・ 岡山県社会保障推進協議会主導で5月9日、6月6日に宣伝行動。 
・ 行動予定は別紙。早朝宣伝行動に各中執の積極的な参加を。別途案内を送る。 
・ 6/6には、早朝宣伝に加え、昼デモと県内各地のスーパーでの宣伝行動を計画。5/9に各社に申し入れ予定。 
・ 平日日中の取組みは基本専従で対応する。中執は早朝宣伝、6/6の店舗前宣伝への積極的参加を。 
 
５．最賃体験の取り組みについて（別紙） 
・ 神奈川の最賃裁判の原告に生協委託の㈱全通の仲間。資料添付しているので参考に。 
・ 5/16最賃体験スタート集会、全労連伊藤幹事が講師。 
・ 体験者に缶バッジに｢体験中｣をシールして配布？ 
・ 体験のすすめ方について質疑の上、確認。対象は全中執、部会分会長＋希望者。 
 
６．専従協定及び井木副委員長の今後について 
・ 選挙は落選、総括や残務などであと1ヶ月程度休む予定。 
・ その後、書記局復帰となり、現場復帰の論議再開となるが、これまで論議になっていた専従協定については

進展なし。 
 
７．その他 
・ 生協労連アンケートへの協力を。 
 
８．当面の会議、および集会・研修等、今後のスケジュール 
平和行進：今期の中執の任務はここまで。基本、半日参加で 1 人 2 日(2 回)の参加を。その組み合わせで 3 本の

旗を通すことを目標にする。職場の仲間にも参加を呼びかける。これから具体的案内を出す。 
中四国地連青年部：6/16～17 に岡山で青年部と女性部が交流会を開催。おかやまより 10 名の目標。参加費、交

通費は青年部予算より拠出。 
 
Ⅳ．労理課題 
１．商品管理基準の内規違反及びパワハラに関する内部告発と、それへの対応について（別紙） 
・ 理事会文書の読み合せ。現場での徹底度合の状況報告。 
・ 告発内容の説明と告発後の労組側の対応、その後の労理間での折衝経過と理事会の対応について報告。 
・ 折衝時点での問題点のポイントについて報告。 
・ 最終折衝における、本事案に関する労理の一致点について報告。 
・ 最終折衝時の一致点と理事会文書の相違点、及び理事会の原因分析に対する見解表明。 
・ “一致点との相違”問題について再度労理折衝を行う。その折衝状況を踏まえて今後のすすめ方を判断する。 
 
２．2012年春闘関連 
・ 一部事業所の通告外ストについて、理事会に謝罪。給与控除分については他意のないことから労組補填する。 
・ バス代。1台15千円を支部から徴収。岡山支部45千円、井笠と倉敷各75百円、美作15千円。倉敷支部の

状況を要確認。 
・ 交渉時の議論が不十分だったので、回答に関する見解を作成。理事会からは再要求を出して欲しいと。見解

と併せて再要求を構成した。⇒確認。 
・ 今後、将来的にも、今回のストの論議にみられるようにきちんと学習を強めていく必要がある。また、減損

問題などの学習も必要。検討していく。 
 
３．店舗1月3日営業提案について 
・ 割増しは、別途3連休取得の選択肢との矛盾を避ける為、定額ではなく200％要求とする。 
・ 前提条件の一部表現について修正。 
・ 最終的に、店舗協議会で確認する。 
・ 理事会との関係では、“前提”問題で正式に要求提出する前に折衝を行う。 
 



４．惣菜パート賃金問題について 
・ 次回店舗会議までには回答が出される見込み。 
 
５．統一物流(冷凍)センター関連 
・ 別紙、要求書を理事会に提出。内容について(事後)承認。 
 
６．組合員サービスセンター稼動後の様子について 
・ アルバイトへの対応については遺憾だが、事業場の対策は打たざるを得ずやむを得ず確認。 
・ SCへの逆電依頼は、Aランク優先ではないかとの意見あり。 
・ 事務作業の方は、携帯電話などの対応での若干の混乱(過渡期)や、ナンバーディスプレーの表示問題が指摘

された。 
 
７．P&S飲食部門の土曜休業提案(別紙) 
・ 土曜勤務のアルバイトの有無の確認の上、書記局一任。 
 
８．食べてん便担当のシフト勤務変更について 
・ 本人確認済みで合意。 
 
９．人事制度・新賃金制度（セパ別論議） 
 
Ⅴ．その他 
 
 
Ⅵ．次回日程  

5月19日（土）9:30～ 於:オルガ 
 
 


